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1 はじめに

近年，欧州を中心に OSGi Framework[1]を用い，デ
バイスを連携させて動作させるホームネットワーク
サービスが実現されている．OSGi Frameworkは Java
言語に基づいたサービス指向アーキテクチャベースの
Frameworkで OSGi Allianceによって仕様が策定され
ている．また，OSGi Allianceでは，HTTPなどのプロ
トコルや，UPnP[2]といったデバイスの連携に関する
規格の API の標準化を行いサービスとして定義してい
る．OSGi Frameworkでは，定義したサービス同士が
相互に乗り入れ，異なるプロトコルや規格のデバイス
を連携させることが可能である．一方，IPネットワー
クに接続されたデバイスにおいて，2つ以上のデバイ
ス間で，相手の IPアドレスの解決，通信可能かどうか
の判定，状態変化を伝えるプレゼンス機能，セッショ
ンの制御を行うプロトコルである SIP(Session Initiation
Protocol)[3]が適用されるようになった．しかし，現在，
OSGi Allianceでは SIPの APIの標準化は行われておら
ず，OSGi Framework上で利用可能な SIPの APIは存在
していない．したがって，OSGi Frameworkに接続され
た既存の SIP未対応のデバイスは SIPを利用して動作す
ることはできない．本稿では，OSGi Frameworkを用い
て，既存の SIP未対応のデバイスでも SIPを利用するこ
とができ，SIPデバイスと連携動作が可能となるシステ
ムの提案を行う．

2 既存の技術

2.1 OSGi Frameworkの概要
ホームネットワークサービスにおいて，OSGi Frame-

workはネットワーク接続された異なるプロトコルや規
格のデバイス同士の連携を可能とする．デバイスの連携
は，全て Bundleと呼ばれるプログラムモジュールによ
り実現される．Bundleは，あるプロトコルを用いた通
信や，ある仕様によるサービスの利用など，デバイスの
連携に必要な機能を提供する．例えば，UPnPといった
仕様によるサービスが Bundleとして提供されている．
他にも様々なプロトコルや規格に対応した Bundleが提
供されている．これらの Bundleを利用し，かつ新たに
SIPを利用した連携を可能とする Bundleを実装するこ
とにより，SIP未対応のデバイスでも SIPを利用したデ
バイスの連携が可能となる．
2.2 SIPの概要

SIPはインターネットの標準化団体 IETFが標準化を
進めているプロトコルである．SIPを扱うアプリケー
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ションの構成要素として，SIP serverと SIP clientに分
けられる．SIP clientは UA(User Agent)と呼ばれる．

SIPは主に VoIPにおいての利用が主流となっている
が，本来はセッション開始や状態変化を伝えるプレゼン
ス機能のためのプロトコルであるためデバイスの連携に
も用いることができる．セッション開始，状態変化の通
知はテキストベースの SIPメッセージと呼ばれるメッ
セージが用いられる．SIPメッセージを生成するために
は Eventが必要になる．Eventとは，例えば，VoIPにお
いてユーザが相手先の番号や URI を入力するイベント
や，デバイスの連携においては電源の on，off，センサ
の動作などのイベントのことである．次に SIPメッセー
ジを利用するためには，SIPメッセージを扱う仕組みと
SIPメッセージの送信，受信を行う UA が必要となる．

3 提案システム

本稿ではホームネットワークに接続された既存の SIP
に未対応のデバイスと SIPデバイスを連携させて動作さ
せることが可能なシステムの提案を行う．そしてシステ
ムの概要，モジュール構成と機能について述べる．
3.1 システムの概要

OSGi Framework上で既存の SIP未対応デバイスが
SIPを利用するためには SIPメッセージを扱う仕組みと
SIPメッセージを送信，受信するための UA が必要とな
る．SIPメッセージを扱う仕組みとは SIPメッセージを
既存の SIP未対応デバイスが処理できるように変換する
機能，そして SIP未対応デバイスは SIPメッセージを
生成することができないため，代わりに SIPメッセージ
を生成する機能である．SIPメッセージを送信，受信す
るための UA とは，変換前の SIPメッセージと生成後の
SIPメッセージを SIP serverや他の UA に送信，受信す
るための実体である．次に，変換後の SIPメッセージを
SIP未対応デバイスに渡し，SIPメッセージを生成する
ための Eventを発生させる SIP未対応デバイスの管理，
操作を行うプログラムが必要である．OSGi Framework
上で上記を実現するためには全て Bundleにすることが
必要である．
3.2 モジュール構成と機能
提案システムでは，SIPメッセージを生成，変換する

BundleをMessageControler Bundle，生成した SIPメッ
セージを送信，変換前の SIPメッセージを受信するた
めの UA を Framework UA Bundle，SIPメッセージを生
成するための Eventの発生，変換後の SIPメッセージ
の内容を伝えるプログラムを DeviceManager Bundleと
して実現する．システムのモジュール構成を図 1に示
す．SIPネットワークとは IPネットワーク上に構築さ
れた SIPを用いてやり取りを行うネットワークである．
Deviceとは，SIP未対応のハードウェアデバイスの操
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作，あるいは SIP未対応のソフトウェアデバイスとして
動作する Bundleである．
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図 1 モジュール構成

3.3 Framework UA
Framework UAは SIP未対応のデバイスの代わりに

SIPメッセージの送受信を行う Bundleである．SIPメッ
セージを送信する場合，MessageControlerから SIPメッ
セージを受け取る．SIPメッセージを受信した場合，受
信した SIPメッセージを MessageControlerに渡す．
3.4 MessageControler

MessageControlerは SIPメッセージを生成，変換する
Bundleである．SIP未対応デバイスから SIPを利用する
場合，SIPメッセージを生成する必要がある．また SIP
デバイスから SIPメッセージを受信した場合，SIP未対
応デバイスが SIPメッセージを処理する必要がある．
3.4.1 SIPメッセージ生成

SIPメッセージを生成する場合に必要な機能は Mes-
sage Generation機能と Event Listener機能である．Mes-
sage Generation機能は SIPで定められたテキストベー
スのフォーマットに従って SIPメッセージを生成する機
能である．次に SIPメッセージを生成するための Event
を受け取る Event Listenrが必要となる．Eventを De-
viceControlerから受け取り，受け取った Eventに基づい
て Message Generation機能が SIPメッセージを生成す
る．そして，生成した SIPメッセージを Framework UA
に渡す．
3.4.2 SIPメッセージ変換

SIPメッセージを変換する場合に必要な機能は Mes-
sage Translation機能と Proxy 機能である．Message
Translation機能とは SIP未対応デバイスが SIPメッ
セージを処理できる形式に変換する機能である．SIP
ネットワーク上に存在する SIPデバイスから SIP未対応
デバイスへの SIPメッセージを Framework UAが受け
取った場合，Framework UAは SIPメッセージを Mes-
sageControlerに渡す．SIP未対応デバイスは SIPに対応
していないため，SIPメッセージを処理することはでき

ない．Message Translation機能を用いて SIPメッセー
ジを変換することにより，SIP未対応デバイスは SIP
メッセージの内容を処理することが可能となる．Proxy
機能とは変換後の SIPメッセージを目的とする SIP未対
応デバイスに届けるために，SIP URIと IPアドレスの
マッピングを行う機能である．SIPは SIP URIに基づい
てセッションを確立する．しかし，SIP未対応のデバイ
スは SIP URIを保持していないため，SIP URIを IPア
ドレスに書き換えなくてはならない．MessageControler
は，SIP URIと IPアドレスの変換テーブルを保持してお
り，SIPメッセージ変換時に SIP URIと IPアドレスの
マッピングを行い SIP URIを IPアドレスに書き換える．
Proxy機能は SIP URIと IPアドレスのマッピングを用
いて，正確に SIP未対応デバイスに変換後の SIPメッ
セージを届けることを可能にする．
3.5 DeviceManager

DeviceManagerは SIP未対応のデバイスの状態，例
えば電源の on，off などを管理し，変換後の SIPメッ
セージの内容に従って SIP未対応のデバイスを操作す
るための Bundleである．DeviceManagerは SIP未対応
デバイスの種類ごとに存在する．新たに SIP未対応デ
バイスが接続されても DeviceManagerを追加するだけ
で本システムを利用することが可能になるからである．
DeviceManagerに必要な機能は，Management Table機
能と Control機能である．Management Table機能とは
SIP未対応デバイスの状態を管理する機能である．例え
ば，ネットワーク接続された SIP未対応の赤外線セン
サの状態を Management Table機能が管理しており，セ
ンサが反応した場合，状態を管理しているテーブルの
内容を書き換える．例えば，ネットワーク接続された
SIP未対応の赤外線センサの状態を Management Table
機能が管理しており，センサが反応した場合，状態を管
理しているテーブルの内容を書き換える．状態を管理
しているテーブルの内容の変化を Eventとし，Eventを
MessageControlerに通知する．Control機能とは，SIP
未対応デバイスの状態の変化を Management Tableに伝
える機能，そして SIP未対応デバイスの SIPメッセージ
の内容にしたがって操作する機能である．

4 今後の課題

今後の課題として OSGi Frameworkに mbs6.0，Java
で SIPを利用するための JAIN-SIP[4]を用いたシステム
の実装，評価を行う．提案システムを実システムとして
動作させることにより，提案システムの有用性を示すこ
とを目指す．
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